


































































































































































































況 強　調　性 移　行性 重　層　性 力　動性 不　変　性へ
の 音楽状況その ∩楽状況の内 重なりの部分 音楽状況の自 物的規定性
位? ものを内在化 容的移行の内 が次の音楽状 在な時間的構 （ex，速度記号）
つ“ ・強化する。 披的発展をも 況の発展をも 造化をもたら が明確である。?




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































段　　階 活　　動　　場　　面 Tのかかわり方 活動の特色と構造
導入期：
いつもとちが
った雰囲気を
感じとれるよ
う気を配る。
展開期：
発達課題の設
定。
変換期：
S先生の偶然
の展開で「お
んまはみん
な」であそん
でみる。
偶然の展開か
ら予定してい
た教材に入れ
ないとの判断
で，シーソー
あそびに変え
て遊ぶ。
o他の部屋からの移動でいつものよ
うに，汽車になって入って来たが，
いつもとちがって，すでにオルガン
の音で音楽が流れている。入室して
来た時の幼児達の表情の中にその事
が読みとれる。
かけ足の音楽が聞こえているので，
かけ足をしながら笑顔で嬉しさが身
体中から感じられる幼児も見られ
る。
歩く音楽の変化に気づき，皆でドン
ドンと足音をたてながら楽しそうに
歩く。
o走る，歩くを数回くり返したとこ
ろで，皆の知っている「ちょうち
ょ」の音楽が聞こえてきて，今度は
ちょうちょになって部屋をまわりだ
んだん丸く輪になって行く。
⑪のよびかけで「ひらいた，ひらい
た」を2－一一3回やって楽しむ。
oB男：いつものように多動である
ので，部屋の中を皆の倍ほどの速さ
でとびまわる。他の幼児と強くぶつ
かったり押したりする。オルガンに
非常に興味をもち，弾きたがる。
oこんどは母子二人のペアになり，
座って足をのばした母親の上に幼児
を座らせ，「おんまはみんな」の歌
に合わせ，ひざの上げ下げをして乗
せた幼児をリズムに合わせてゆす
る。
3回くり返したところで幼児をとな
りの母親へ移動し，同じようにして
遊ぶ。
A男，B子：いやがって自分の母親
のそばから離れないが，他の幼児が
乗っているので，そばで見ている。
充分に「おんまはみんな」で楽しん
だあとに，母親の座って開いている
両足の間に，幼児の両足を入れた状
態で屈伸運動をシーソーあそびに見
たてて遊んでみる。慣れてきたとこ
ろで，そのまわりのリズムを利用
し，「むすんでひらいて」のメnデ
oオルガンで，走る・歩くの音
楽を幼児によく解かるよう，幼
児の動きに合わせながら弾きわ
ける。
楽しそうに弾く。
or何か別の音楽が聞こえて来
たわね。何だろう？」と注意を
促し，ちょうちょである事を気
付かせる。どの幼児もリズムに
のって上手にできていたのを見
届けておく。
「れんげ畑にちょうちょさんが
飛んで来ましたよ。れんげ畑で
ひらいた，ひらいたをやってみ
ましょう。」と呼びかける。
o⑦のひかない鍵盤をたたいて
楽しんでいるので，そのままに
しておく。
o練習を重ねてきた「おんまは
みんな」を歌いながら，親子で
楽しめるよう展開する。
「となりのおうまさんの乗りご
こちはどんなかな。」と言って，
自然に抵抗のないようとなりの
母親への移動を行なう。
3人交代したところで，それぞ
れの自分の母親のもとに幼児が
もどるようにする。
「ギットンバッタン，ギットン
バッタン」とかけ声をかけ，柔
軟体操をやるように深く，シー
ソーあそびをやる。　「むすんで
ひらいて」のうたで「ギットン
O活動場所の移動そのものが一
つの活動単位になり，次の活動
への導入となる。
音楽状況に内在し，好きなよう
に身体を動かしてみることを誘
う。
単純な課題枠なので，皆で活発
に動くことを楽しむ。
音楽と幼児が内接的にかかわ
り，一人の動きが集団に広がっ
て一緒に同じ動きを楽しむ。
o身体を動かす，自己身体的役
割ばかりでなく，ちょうちょに
なるという社会地位的役割を担
う事が集団課題となる。
れんげ畑のちょうちょになって
ふるまう，という場面設定が，
最初は充分に理解できない幼児
もいるが，皆とくり返し動くこ
とを楽しむうちに，だんだん役
割課題の理解を深めて行ける。
oB男は①の横で何分間かオル
ガンに触れ，集団を見ることに
よる参加をする。
o新しい母子ペア活動の設定。
何回か遊んだことのある活動な
ので，余裕を持って母子で楽し
む。発展課題としてパートナー
チェンジを行なうが，まだ他の
母親とのペア活動をいやがる幼
児には強要しない。
弟や妹と一緒にお母さんと三人
組を作るところもある。
更に二番目の発展課題として，
母子間の相互的かかわりを促進
する活動を設定。
親しみのあるメロディーのかえ
うたで，相互に身体を大きく前
後に倒すペア活動をする。
母親には，子どもの動きに注目
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イーを使ったかえうたにのって，シ
ー ソーあそびを続ける。
「几その手をうえに一刀」（今
は「．r；す一こしやすみましょう一
刀」とかえうたにして）のところ
で，子どもの両手をギューッと引
き，子どもは前へかがみ，母親は寝
ているのに近いスタイルになる。
引っぱられた子どもは前にぺちゃん
こになるようにひっぱられるのがと
ても楽しく，キャーキャーと笑いな
がら母親に引っぱられてる。
ここの部分が特に楽しいので，何回
も喜んで活動する。
バッタン」をくり返しうたう。
歌が，のばす部分にさしかかっ
た時，「ギL一ッと引いてやす
んでみましょう」と母親に呼び
かける。
　2回目からは簡単な歌詞です
ぐ覚えられるので皆で歌いなが
ら楽しんで活動しているのがぎ
かがえ。
幼児も母親も，一生懸命やって
いると，汗ばんでくるのがわか
る。汗ばんでくるぐらい力を入
れて活動できるようになると，
尚一層楽しくなってくるのが伺
われ，遊んでいるペアの母子相
互関係を表情や行動を見ながら
頭にとめておく。
し子どもが大きく動けるよう
に，補助する（内接的にかかわ
る）こと，動きのリズムにめり
はりをつけ，子どものやりとり
のタイミングをうまく合わせら
れるようになることが期待され
る。
なかなか母子間のやりとりがう
まく楽しめないペアには，①が
補助的にかかわり，めりはりを
つけ，母子がしっかり出会う体
験が成立するようにする。
〔5〕　音楽状況における保育者のかかわり方の基本
o音楽状況は，楽器，レコードや音楽テープをことさら
使わなくても成立しえるものであり，幼児の充実した遊
びの中に，幼児と幼児，幼児と保育者の関係における声
かけや，歌，音つくり，身体のリズムなどにより気持を
通わせ合う表現活動の中にも，自ずから音楽状況が成立
・発展しえることを認識し，活用する。
o主として，音楽状況により，どういう関係の発展をも
たらすかという視点を持ち，〔1〕で述べた音楽の機能的
特性の中のいくつかが幼児の発達に応じて充分に展開し
える場合の設定を心がける。
o音楽状況では，言語的やりとりや役割分担，ルー・一…ルの
共有などがまだ難しい発達段階にある幼ない幼児にとっ
ても，音楽を媒介として人とのつながりの喜びや，人と
の出会い，単純なやりとりによる充実体験を積むことが
可能となる。
　このような初期的な対人関係を形成促進するために，
音楽を媒介にした無理のない，楽しい活動を用意し，自
然に幼児が，個々の表現・行為の可能性を拡げる体験を
数多く積むことが大切である。
表現をすることを，幼児に強いるようなかかわり方があ
ってはならない。
　幼児の音楽状況に内在する喜びや楽しさを味わいっ
っ，幼児の即興的な自発性・創造性の発揮が生かされ，
幼児が自在にふるまえる余白があり，保育者と幼児のか
かわりによって変化・発展し，保育者も幼児に即して変
化しえるような力働的な集団活動がめざされる。
○臨床的な活動において，音楽状況は不可欠な要素の一
つであり，“今，ここで”成立する音楽状況でのどの幼
児のどのようなふるまい方も，多様なかかわり方として
尊重し，状況の発展に力働的に生かされるように，個と
集団の媒介的役割を保育臨床者がになうことが必要とな
る。
　音楽状況における幼児の自発活動・表現活動の発展を
尊重し，そこに保育者の側に成立する臨床課題を交差さ
せていける理論と臨床技法の開発が期待される。
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